
名滝地区の観音堂

　一日市場から鶴城の間の県道 352 号線（旧国道
19 号線）沿いには、いくつものお地蔵様や観音様
が祀られています。お地蔵様も観音様もどちらも私達
の生活の安全や亡くなった人達の魂の安寧を見守っ
てくださる仏教の神様ですが、地蔵様は主に亡くなっ
た人（特に子ども）の魂の安全を、観音様は主に今
生きている私達の平和や安全を守ってくださる神様だ
と言われます。
　一日市場の瑞浪交番横の観音様は広く交通安全を
願って昭和 47(1972) 年に建てられました。
　木ノ暮の桜堂踏切のお地蔵様は、昭和 42(1967)
年に中央線の複線化工事の事故で亡くなった方の鎮
魂を願ってご遺族が建てられたものです。
　鶴城の下町橋への横断歩道側には馬頭観音が立っ
ています。この観音像は、昭和 45(1970) 年に名古
屋市の方がこの場所で事故に遭われ亡くなられ、ご
遺族ご友人の意志によって建てられました。亡くなら
れた方の冥福と、次の犠牲者が生まれないように交
通安全を願って建てられたものです。

　県道沿いだけでなく、昔の街道沿いの村境には
色々な形の「道祖神」が建っていることがあります。
悪霊や悪い病や災害が村へ入るのを防ぎ、旅人の安
全、五穀豊穣、家内安全、子孫繁栄などを願って昔
の人達が建てたものです。何気なく建っている神仏像
には建てた人達の深い願いや祈りが込められているも
のです。目にこそ見えませんが、神仏を敬う気持ちは
忘れないようにしたいものです。



　6月5日（木）、桔梗こども園の 5歳児 27人
が参加して、きなぁた瑞浪バーベキュー広場横
の土岐川に 10 ㎝ほどの若アユ 3 ㌔を放流しま
した。この事業は市観光協会が主催し土岐川漁
業協同組合の協力で行われました。
　園児達は歓声を上げながら、元気で大きく
育ってねと願いを込めてアユを川に放ちまし
た。県魚苗センター関事業所で育てられた若ア
ユが市内 3カ所で約 3万匹放流されました。放
流された若アユは秋には 20 ㎝ほどに成長する
そうです。

　６月７日（土）、20 年ごとに行われる伊勢神宮の「式年遷宮（しきねんせんぐう）」に使われる御
神木が、伊勢へ運ばれる途中瑞浪で休まれました。トラックの荷台に安置された御神木は、神宮の
印「太一（たいいつ）」の法被をまとった多治見・土岐・瑞浪の奉賛会員約 1300 人の太縄に曳かれ
公園通りを明徳橋に向け進みました。土岐地区からは140名の参加者があり、盛大な御木曳（おきひき）
となりました。御木曳行事では中京高校、送迎祭では麗澤瑞浪中・高校のブラスバンド部と太鼓部
の演奏が行われ、大きな拍手に包まれました。今回の式年遷宮は第 63 回となり、1300 年近くの歴
史をもつ行事となります。公園通りの御木曳行事の後は中央公園で送迎祭が行われ、11 時過ぎに御
神木は次のお休み処の可児に向けて出発されました。

　５月２９日（木）、きなぁた瑞浪の南隣のＪＡ
とうと体験農場で、土岐小学校の５年生４９
人が参加して田植えを体験しました。この学
習活動は、農業や河川、防災をテーマに「よ
りよい地域づくり」を考える総合的な学習
の一環として行われ、とうぶ営農・ＪＡとうと・
県東濃農林事務所の職員のサポートで行わ
れました。児童は、田んぼのぬかるみをおそ
るおそる進みながら、手にした苗を丁寧に植
えていきました。一部の児童は田植機に乗
せてもらっていました。秋には、たわわに実
る黄金の稲田が誕生していることを楽しみに
しています。

　５月２３日（金）、瑞浪北中で体育大会
が行われました。
　例年は９月の開催でしたが、熱中症の
危険が高まってきたため５月開催に変更さ
れました。この時期の開催は生徒間の連
帯を深め、学級づくりや学年づくりを進
めるのに役立ちます。
　土岐小は５月２４日（土）に運動会を行い
ました。今年は２学期に校舎の工事が行
われるためにこの時期に実施が変更され
ましたが、熱中症の危険を考えると、よ
い時期の実施かもしれません。

　６月１日（日）瑞浪市主催で第４９回
土岐川河川清掃が行われました。例年
以上に多くの住民の参加が見られ、土
岐川堤防の草刈りやゴミ拾いが行われ
ました。
　「草刈り女子育成教室」の卒業生も 
８ 名参加し、慣れた手つきで小学校周
辺の堤防の草刈りを行いました。作業
後には今後の草刈り女子活動について
前向きな意見交流が交わされました。
  今年も秋に草刈り女子の育成教室を
実施する予定ですので、ぜひ「草刈り
女子」の仲間に加わってみませんか。
　若い女性の参加も大歓迎です。

　6 月 15 日（日）、総合文化センターで瑞浪市
主張大会が開かれました。
　土岐小６年生の高橋佑弥（たかはし ゆうや）
さんは、習い事の鼓笛隊でそれぞれの楽器の練
習が楽隊の演奏を高め、自分と全体の自信となっ
て行く楽しさを知ったと述べました。
　瑞浪北中３年生の林 陽向（はやし ひなた） 
さんは、目の障害によるコンプレックスが病院
の先生のコンタクトレンズ治療によって解消さ
れたことから、誰にでもある劣等感は治療や考
え方によってその人の個性として生かすことも
可能だと気づいたことを力強く述べました。林
さんは中学校の部で市の最優秀賞となり東濃大
会に進み、東濃大会でも最優秀賞となって県大
会への出場が決定しました。
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